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に直接経験、または身近で見聞きしたかは、「経験したことも、身近で見聞きしたこと

もない」が最も多く、次いで「身近で見聞きしたことがある」となっている。

ドメスティック・バイオレンスについての見聞き・実態

（％）

Ｈ１７
参考（※）
Ｈ１２

女性 8.9 12.2

男性 3.1 2.1

女性 1.2 1.1

男性 5.7 9.7

女性 26.5 26.1

男性 24.5 25.6

女性 61.3 59.8

男性 64.4 58.6

女性 4.7 5.0

男性 6.0 6.4

資料：石川県「男女共同参画に関する県民意識調査（平成17年度)」(男女共同参画課）

資料：石川県「男女共同参画に関する県民意識調査（平成17年度)」(男女共同参画課）

※平成12年度の設問には「この１年の間に」という期間が設けられていなかった。

無回答

暴力を受けたことがある

暴力をふるったことがある

身近で見聞きしたことがある

経験したことも、身近で見聞きしたこともない

設問：あなたはドメスティック・バイオレンスについて、この１年間に直接経験、
または身近で見聞きしたことがありますか。

(2) 相談機関・関係者の周知状況

配偶者や恋人の間で、相手から暴力を受けたときに相談できる機関や関係者のうち知

っているものは、女性は「警察」が最も多く、次いで「女性センター」、「配偶者暴力

相談支援センター（女性相談支援センター）」の順となっている。男性は「警察」、「人

権擁護委員」、「配偶者暴力相談支援センター」の順となっている。

相談機関・関係者の周知度
（％）

女性 男性

警察 68.0 74.4

人権擁護委員 19.9 33.1

配偶者暴力相談支援センター（女性相談支援センター） 26.8 23.0

女性センター 27.1 22.1

福祉事務所、保健所 17.6 18.5

こころの健康センター 18.7 15.9

市役所、町役場 12.7 19.0

医療関係者 7.2 7.9

民間支援団体 2.9 4.8

その他 1.4 2.0

知っているところはない 12.4 8.6

無回答 4.4 6.0
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